
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 催  

後 援 札幌市・札幌市教育委員会 

 

2017/5/27（土） 

開演14:00～17:00 
（開場 30分前） 

ドラマシアターども 

（江別市 2条 2丁目） 

 



 

〈詩劇〉ピウスツキ～ポーランド・サハリン 愛と死～ 

ブロニスワフ・ピウスツキ没後百年記念 

原 作  尾形  芳秀    舞台監督  霜田千代麿 

演 出  斉藤  征義 

♬「シュワ・ジェヴェチカ」(森へ行きましょう)国立民族舞踊団シロンスク（動画） 

♬「ドンブロフスキのマズルカ」（ポーランドは未だ滅びず：国歌）ミハウ・マズル、シ

ルビア・オレヤージュ、ラドスワフ・ストジャウカ（合唱）、坂田朋優（pf） 

♬ショパン 練習曲ハ短調作品 10-12「革命のエチュード」坂田朋優（pf） 

◆「流刑の島サハリン島」園部真幸 

◆「ピウスツキの流刑」小林暁子、♬川上恵（ムックリ） 

◆「流刑者のなかから一人の救世主」「チェハンスキから妻への手紙」尾形芳秀 

◆「妻から夫フランツへの手紙」、プーシキン「シベリアへ」熊谷敬子 

◆「サハリンから樺太へ」松山敏 

◆「チェーホフのサハリン行」、チェーホフ「シベリアの旅」より大島龍 

◆「ピウスツキ、パリに死す」霜田千代麿 

◆アポリネール「ミラボー橋」菅原みえ子、園部真幸（日本語）、シルビア・オレヤ

ージュ（ポーランド語） 

♬ショパン 練習曲ホ長調作品 10-3「別れの曲」松山敏（as）、坂田朋優（pf） 

◆「ポーランド 念願の独立を果たす」霜田千代麿 

◆墨象「愛」霜田千代麿 

◆長屋のり子「盲いたシンキンチョウの絶唱」（自作詩） 

♬イケレソッテ（魔神の摺り足）橋本隆行、福本昌二（トンコリ）、結城志穂（ムックリ） 

 

詩の朗読と交流の会 （お茶、ケーキ、ワイン、スナックつき） 

参加者全員でポーランドの詩を朗読します（プリントを用意）。 

飛び入り歓迎（楽器を持参してお好きな音楽を演奏してください） 

 

 

 

 

 

 

◁ アイヌ民族の伝統的衣装を着

たブロニスワフ・ピウスツキ、ア

ントナス・ヴァルナス画、1912、

ザコパネ・タトラ博物館所蔵 

 

 

▷ ブロニスワフ・ピウスツキ

胸像除幕式、白老町・アイヌ

民族博物館、2013.10.19 

 

 

午後のポエジアは今年で７回目。前史として、江別市の劇場「ドラマシアタ

ーども」の公演に加わり数人の留学生や会員がポーランド詩を朗読しました。

2011 年からは北大クラーク会館で、朗読を通して日本人とポーランド人が家

族や友人ぐるみで交流する、素敵なつどいになりました。 

北海道ポーランド文化協会は 1987年設立、初代会長は今村成和元北大

学長。北海道とポーランドのあいだの文化交流の促進を目的とし、文学・歴

史・美術・映画・音楽などポーランドの多様な文化を愛する民間団体です。 

第２部（15:40～17:00） 第 1 部（14:00～15:30） 

（◆ 朗読 ； ♬ 歌・ダンス・楽器演奏） 


